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2023年度北京市自然科学基金外国人学者プロジェクト申請における注意事項
2023年度北京市自然科学基金（以下、「市基金」という）の外国人学者プロジェクト（以下、「外国人学者プロジェクト」という）の申請を円滑に行えるよう、外国人学者プロジェクト申請における手引きを制定しました。

一．申請者に関する事項
（一）申請者の条件
外国人申請者は申請プロジェクトの実際の責任者である必要があり、かつ以下の条件を満たさなければなりません。
1.所属機関が委託機関であること。
2.基礎研究、応用基礎研究プロジェクトへの従事経験、またはその他の基礎研究、応用基礎研究に参与した経験があり、申請プロジェクトの研究時間を保証できること。
3.展開する予定の研究が革新的な基礎研究または応用基礎研究であること。
4.QS世界大学ランキングトップ500の大学（申請通知が発表された日のランキングに準ずる）、または国内外の有名な研究機関を卒業していること。
5.来中就労許可証を所持し、締結済みの雇用契約（合意書）、技術開発契約（合意書）や委託契約（合意書）等で、有効期間が申請プロジェクトの実行期間をカバーしていること（プロジェクトの実行期間は、プロジェクトが承認された時点から計算される）。
6.中国で仕事する間、中国の法律・法規および北京市自然科学基金の各管理規定の条項を遵守すること。
第2~6条の規定を満たし、北京地区の重大科学技術インフラ、科学教育インフラ、学際研究プラットフォームを通じて科学研究協力などを行う外国人科学研究者は、関係委託機関の承認を得た上で、同機関を通じて、外国人学者プロジェクトを申請できます。

（二）申請者の管理規程
1.申請者は毎年外国人学者プロジェクトを1つのみ申請できます。
2.責任者として外国人学者プロジェクトまたは北京市基礎研究と同レベルの外国人プロジェクトから資金援助を受けている者は、本申請をすることはできません。

二．申請者及び委託機関に関する注意事項
（一）申請者に関する注意事項
1.申請者本人が、英語または中国語で申請書を作成する必要があり、提出した申請書類の真実性と合法性について責任を負うものとします。
2.プロジェクトの実行期間は、プロジェクトが承認された時点から計算されます。
3.申請者の来中就労許可証、委託機関と締結した雇用契約（合意書）、技術開発契約（合意書）、委託契約（合意書）などは添付ファイルにて委託機関作業システムにアップロードすること。
4.申請者は申請の研究方向や研究分野に応じて、「申請学科」のプルダウンメニューから申請する学科のコードを正確に選択します。各申請プロジェクトは2つの学科コードを選択でき、なるべく二級学科コードまで選択すること。
5.プロジェクトメンバーのプロフィールには、過去5年間に取得した代表的な実績を記入すること。実績数は原則として5件以内とします。
6.協力機関は独立した法人でなければならず、記入する協力機関の名称はその機関の公印と一致しなければなりません。協力機関が海外の機関である場合、機関の公印がなくても問題ありません。プロジェクトの協力機関は2つまでとします。
7.科学研究倫理及び科学技術セキュリティ（バイオセーフティ、情報セキュリティなど）に関わるプロジェクトを申請する場合、申請者は中国の関連法令、倫理的基準を厳格に遵守し、要件に応じて資料のスキャンファイルをアップロードすること。
8.市基金は、申請者が同じまたは基本的同じプロジェクトの申請書を複数の機関に提出して申請することを認めません。申請者が過去の市基金またはその他の機関（科学技術部、国家自然科学基金委員会など）の資金援助プロジェクトに基づいて新しいプロジェクトを提出した場合、両者の類似点と相違点、継承および発展関係を明確に述べる必要があります。
9.プロジェクトへの資金援助がされた後、申請者とプロジェクトチームの主要メンバーは書面にて申請書に署名しなければなりません。プロジェクトチームの主要メンバー本人が書面の申請書に署名しなかった場合、同意書を提供し、書面の申請書に添付して合わせて提出すること。
資金援助を受けたプロジェクトの研究成果（論文、著作など）は、「北京市自然科学基金によるサポート」（英語：Supported by Beijing Natural Science Foundation）とプロジェクト番号を明記する必要があります。
10.外国人学者のプロジェクト研究によって生み出された知的財産権の所有、使用と譲渡は、中国の関連法律・法規に従って実施されます。

（二）委託機関に関する注意事項
1.外国人学者プロジェクトには委託機関推奨申請制度が適用されます。委託機関は本注意事項の要件に従って、本機関の推薦業務を行い、推薦状を発行します。推薦状は委託機関推薦状テンプレートを参照し、同委託機関の公印を押印すること（注意：科学研究管理部門や二級学院の押印などは無効）。推薦状と申請書に記入された国籍は申請者の国籍と一致しなければなりません。プロジェクトを申請する際に、推薦状の原本を北京市自然科学基金委員会弁公室（以下、「基金弁」という）に提出すること。
2.委託機関は、本機関の申請者が提出した申請書類の真実性、完全性、およびコンプライアンスを審査し、申請者の基礎研究経験、申請者が展開する研究が革新的な基礎研究であるか、申請者を誘致する必要性、申請者の卒業した学校がQS世界大学ランキングトップ500または国内外の著名な研究機関であるか、契約または合意書の有効期間が申請プロジェクトの実行期間をカバーできるかを重点的に審査しなければなりません。
3.プロジェクトの申請段階では、委託機関は書面の申請書を提出する必要はありません。プロジェクトが資金援助を受けた後、委託機関は申請書、任務書及びその他の添付書類の原本を合わせて基金弁に提出すること。
4.外国人学者プロジェクトが設立された後、非「請負制」試験機関のプロジェクト経費は、「北京市自然科学基金資金援助プロジェクト経費管理措置」（京財科文【2017】1842号）に従って実施されるものとします。「請負制」試験機関のプロジェクト経費は、「北京市自然科学基金プロジェクト資金利用の「請負制」経費管理措置（試行）」および委託機関の関連管理規定に従って実施されるものとします。外国人科学研究者がプロジェクト実施期間内に委託機関との契約を終了した場合、プロジェクトは中止され、プロジェクトの残金は委託機関を通じて基金弁に返還されます。資金援助されたプロジェクト終了後の残金について、チームメンバーがいる場合、委託機関の同意を得た上で、委託機関で残金をもって基礎研究作業を続けることができます。
[bookmark: _GoBack]5.委託機関は、プロジェクトの検収作業に積極的に協力し、プロジェクトの資金援助期間満了日から30日以内に、プロジェクトマネージャーと協力し、資金援助を受けたプロジェクトの研究報告、援助金の決算を作成する必要があります。また、資金援助を受けたプロジェクトが成果を出している場合は、「北京市自然科学基金によるサポート」という文字やプロジェクト番号が記入された著作、論文、特許などの関連資料も提出しなければなりません。委託機関は検収資料の真実性と完全性を審査し、合わせて基金弁に提出する必要があります。
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